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公民館長の紹介（敬称略）

令和６年度
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高千穂町公民館連絡協議会
会　長　佐藤則義（五ヶ村西）　副会長は、その他の地区会長
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６
月
16
日
、
大
平
・
野
方
野
地
区

で
、
防
災
訓
練
と
講
習
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
訓
練
は
、地
元
消
防
団
や
自
衛
隊
、

警
察
署
な
ど
の
関
係
機
関
と
地
区
住

民
が
参
加
。
住
民
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
公
民
館
へ
自
主
避
難
を
し
た
後
、

自
衛
隊(

第
43
普
通
科
連
隊)

の
車
両

に
乗
り
込
み
岩
戸
体
育
館
へ
移
動
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
消
防
署
や
県
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
、
ペ
ッ
ト
災
害
危

機
管
理
士
に
よ
る
講
習
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

基本的要素を練磨と体力、精神力、技術力を養う
全国消防救助技術大会派遣選手選考会

６
月
21
日
、
西
臼
杵
広
域
行
政
事

務
組
合
消
防
本
部（
日
髙
一
昭
消
防

長
）の
訓
練
場
で
、
第
52
回
全
国
消

防
救
助
技
術
大
会「
ロ
ー
プ
応
用
登

は
ん
」に
派
遣
す
る
職
員
の
選
考
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
２
チ
ー
ム（
２
人
１
組
）

が
訓
練
の
成
果
を
披
露
。
塔
か
ら
降

ろ
さ
れ
た
ロ
ー
プ
を
右
足
に
巻
き
つ

け
、
腕
力
と
脚
力
を
利
用
し
１５
m
を

登
は
ん
。
登
は
ん
者
は
、
ス
タ
ー
ト

の
合
図
と
と
も
に
補
助
者
を
駆
け
上

が
り一気
に
登
り
切
り
ま
し
た
。

いざというときのために
防災訓練・講習会を開催

６
月
15
日
、
町
武
道
館
で
、
九
州

中
央
自
動
車
道
建
設
促
進
西
臼
杵
総

決
起
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
県
選
出
の
国
会
議
員

や
県
知
事
、
西
臼
杵
３
町
の
住
民
や

団
体
な
ど
約
１
２
０
０
人
が
参
加
。

沿
線
住
民
を
代
表
し
て
、
町
観
光
協

会
職
員
の
南
條
孝
太
朗
さ
ん
が
意
見

発
表
を
し
ま
し
た
。

　
大
会
決
議
採
択
後
、
未
事
業
区
間

の
早
期
事
業
化
や
早
期
整
備
・
完
成

に
向
け
、
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
を
し
団

結
を
強
め
ま
し
た
。

早期完成に向けて一致団結
九州中央自動車道建設促進西臼杵総決起大会

高まる災害のリスクへの対策
生活必需物資供給確保等協定締結式

６
月
12
日
、
町
は
、
イ
オ
ン
九
州

株
式
会
社
、
株
式
会
社
コ
ス
モ
ス
薬

品
、
株
式
会
社
エ
ー
コ
ー
プ
み
や
ざ

き
、
有
限
会
社
ア
ズ
ー
ロ
の
４
社
と

「
災
害
時
に
お
け
る
生
活
必
需
物
資

供
給
確
保
等
に
つ
い
て
の
協
定
」
を

そ
れ
ぞ
れ
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
に
よ
り
、
大
規
模
災
害

時
に
多
数
の
避
難
者
が
発
生
し
た
場

合
に
、
避
難
生
活
に
必
要
な
生
活
必

需
物
資
の
供
給
を
迅
速
か
つ
円
滑
に

行
え
る
よ
う
物
資
供
給
体
制
の
強
化

が
図
ら
れ
ま
す
。

左から㈲アズーロ、㈱エーコープみやざき、イオン九州㈱の
各代表者、甲斐町長、藤本副町長、興梠総務課長。
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